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内 容 梗 概

[1立電線株J･(会社ほ,約2叶･前より如;く電力株式会什および中淋邑力株式会社の行火ノJ允′竜析の所l勺川㌍糾1j

として,ラダーケーブノしを人最に納入しているし,ラダーケーブルほ,プチルゴム竜ノJケーブ′しあるいはこれに

機榔Ⅰり抽墟の7ルミ被を施したアルミ被ブナルゴム電ノJケーブルを特殊構造のはしご状の刷舶こ‾私設Lたもので

ある｡従来より使用している非分離付線を本力式に換えるに､■1たり問題となるケーブルの竜㌔川勺,枚槻的;テ芹

特性,ラダートレイの機械的強度などにつき検討した結盟を報黙する｡また,ラダーケーブルとして最適なら

せん管がい装ケーブルの特性についても述べる｡

1.緒 R

｢卜占二電線株式会社ほ,従来より東打電ノJ株式会社_′工井火力充電所

および横賓憤火ノブ発電所ならびに中満電力株式会社知多火力発電所

の所l勺動力【l亨】路用として,41くⅤブナルゴム電力ケーブ′し,アルミ被

プチルゴム電力ケーーブ/し約10,000111およびラダートレイを納入し

ている｡

木ケーブノLは火力充電所の牧水淋,冷却水循麒装【#などの動力Itt】

緑川とLて使川される｡しかし,この山路は重要性が高いため従束

非分離り線が多く使用さjLていたが,これは布設_j二卓がやや困難で

かつ経繍伽こも高価であるため,布設二J二幸が容妨で竜㌦的,機械的

f古癖創立が高くかつ廉仙なプチ′しゴム電力ケーブ′しニケゴよびアルミ被ブ

ナ′レゴム電力ケーブルが採川された｡

ラダーケーブルの採札 梢造次走iこご1た･Jて次の間J担が検｢言､j■さJL

なければならないし-+

(1)ケーブルの機械的頗度を増すたが)にケーーブノLl三Ⅰ体にアルミ

被,ド〕せん管がい装などの納強を施すノノ法と,ラダートレ

イ全体に金械製保謹カバーむ取付ける方法があるが,いず

れが得策かし)

(2)ア′Lミ被,ドJせん管がい装によりケーナノLの機械的強蛙が

どの程度l｢小l二するかし,

(3)ア′しミ被,らせん管がい装ケーブ′Lの川【1帥Lリ

(4) ラダートレイのj寸汽を磁件金槌,非敵件金成♂ついザれにす

るか｡

(5) ラダートレイの磯城的強度は非対称分実効伯約60,000Aの

大知給電磁プJに卜分耐えるか∪

こJt仁)のドり越ノ＼【､(を叫1心iこ,ケーブル心よびラダーートレーの概曹に

つき述べ,ラダーケーブ′L採jfj帖び1参考に伏したいしJ

2.ケーブルおよびラダートレイの構造

2.】ケーブルおよびラダートレイの種類

従来より佐川していた非分緋り線をケーブル古こ変起L′たのである

から,ケーブルの電文は勺,機械的†古松度をできるたけ非分雌卜J潮主な克

に向上させることがりほれる｡ケーブ′Lの電気的伝■煉蛙は長年の仕

梢実績のあるブナルゴムを絶縁体に使川することによりなんら問題

ないが,機械的強度は一一般のプチルゴム電力ケーブルのようにクロ

ロブレンシースのみでは十分とはいえない｡そこでケーブルの機械
‾‾立

日立電線株式会社†鳩-1二場

的慮度を改善する‾方法として,ケーブノL】′i体に金成がい紫む施‾‾うーノノ

法とラダートレイ全体に金属製カバーな取付けるノノ臼三とがぷ-,る..ウ‾

-ゾルがい装にはr㌻t心ケーブ′しの鉄損による洞J空上舛をさけるため

非磁性金属が川いられ,7ノしミプレス神州被子如こよる7ルーミ枇およ

び波形テープ重ね巻きのア′しミらせん管がい装などが考えられるrノ

ア′レミ披プチ/しゴム`■宣プJケーブ′しは,刃主計毒力株式会什五什火ノJ

充電所1ゝ∴2--ぢ一,3-り･および4i∴ 横須窒【く火ノJ発電所3シ∴4り一機

に現在使ノーj小であf),五井火力発屯所1-り一,2-り･川ほすでに約2子卜

粁過している〔)このアルミ被方式は,機械的強度は人きいが,後述

するように厄油性がやや劣り天外炎のような高所で狭いJ射軒で〃)和

設1∵車には多少難山がある｡

アノレミらせん管がい装は,この仙山性を政井tノたものでイれ言∫とトナl二

がざわめて綽妨なうえに,機械的強怯もアルミ被に比較Lてなんト､ノ

そん巳がなくかつ廉価である｡また,シース椚尖が少ないため.汁舛

′■_E流を大きくとJLる｡アルミらせん管がい装をこのような人サーfス

ート幹ケーブルに適川したのは,わが国ではl‾†寸∵竜根株式台杜がJI之糾

であり,中部電力株式会什知多火ノJ鬼屯所2しJ一機に4l{Vlxl,500

mm2らせん管がい装ブナルゴムて立刀ケーブ′Lの採川が～八起L′て

いる.〕

ブナ′しゴム竜ノJケーブルH体に機械的柚軌′エ∵施さず,ラグ∴一トレ

イ全体を鉄製カバーでおおうノノ式は,ケーーブ′しイけ.馴キのナー∴/'-ルに

対する外傷防=+こ恥じの注点が必要で,充`屯所l勺の他l二･jl二との=■.を

卜の制約を一受ける｡

つぎに,ラダートレイの付汽を非敵性斜畠と敵性金成のいすれに

するかの問題であるが.非敵性金属(たとえばア′しミ′r‡金);兵法ラダ

ートレイは敵性金城(たとえばL鋼)て峯竺ラダートレイに対L..fニシ

ヤルコストは高仙であるが,後者の鉄掛こよる`■㍍ノJ桝ツこを軌跡こ人

JLるとむL-ノ1焼付1iである(､たたしノ,アルミ缶卦宴注ラダーートレイの場

合,現地における溶接加l二が困難なので作業のF糾il_な糾､■′二構う告とす

ることが貞盛であるし,ステンレスは材料興が応･､こ口l】越外であるり

弟l表にケーブルおよびラダートレイの種粉,村ツミにつき杓榊二

まとめた｡,以卜,これらのケーブルおエびラダートレイの牛州三をJ七

較,検討するが,今後のラダーケーブ′しとしてJl設題なノブ式ほ,機械

的叔度が大きく,仙川件に訃み布話堤1二車が才子場でか/つ雌仙なL､Jせん

管がい装ブナ′レゴム電力ケーブルをアルミf†金製ラダートレイにイけ

設する構造といえよう｡

2.2 ケーブル構造

4kVlxl,000mm2各種ラダーケーブルの構造を第2表にホす｡
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第1表 各種ケーブルおユびラダーーートレりと較

評 論

ナーー プ′t 稚類

-ト′Lこr∴′.にりウ‾--イ′L
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′1ミ柁`ノ
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り充′■扮すテ3,4
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知多火ノJ発屯所2ゝJ･弓こ

(汁‾)ヰロ榊140年末ごろ布設予1.臼

筋2去 4kVIxl,000mnlごラダーケーーゾノL構造

二i

得 ワニ 比 較

r.‾うて｢7;Lケト繕不∴成下川二もこ
富わ

2.ナープ′Lげ)糀織的七抑埜′卜で
巾設時の外矧軌卜.に対し
汀患か必斐

1.ナーノ′Lの粍槻的叔吐人

2.

′乏しく,仙i貨
かやや困難.

1･ト･.フ′L柑1=∵.言J･
2.シターートレーの吉光掛∴とり

`■‾EJ+損づこ,温性_L･.拝む少
くするよう注意か必焚

1.トーーノ′L‾方画商両面下打
2.乃1州什に富(ん,布設=けi

解易..
3.シーースロ人力'∴少ナ〔くよ乍仲島二

流か人きい
4.‾′'′しミ被に比較I廉価

項

目【単位

ー11

体

ー7‾ ル 穐 類
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形 状
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(_注)(1) ケー･ノ′L略号

什 様

占N‾‾‾‾l‾‾古瓦んz:‾‾‾右左心㌻‾‾】BVIAv左

1,00()

41ナ割壮紺
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･
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ノテルコム電ノJケープ/L

ノ'′L ミ被プチルコム電力ケ=ソノL

しクロロソレン座昧有リノ

ノ'ル三雄‾フナノLコム電ノJケーナ人
｢クlコいノレン座川こ無l)

′L 三しけん骨がい装ノ十′L二+∴屈ノ+
ケーー‾ノ′･L

アルミ拉の厚さはJCSC第40ゝユー1964アルミ枇′毒力ケープノLに準し'

Vl)EO286/10.56の､川甘シーース厚を採ノ)た1〕アルミ被には肘山=生を

増すためにコルゲート(波形)を施した(1)(ニノ ア′Lミ被の座昧として

は,グロロブレンニケゴ上び綿帆朴などが考えられるが,ケーーブルの機

械的柑乍に対する山片の差児ほほとんど認められないので現在綿帆

‾和のみを仙川している｡

Lニノせん管がい装は,0.8111m惇,25mlll幅のアノLミ令金テープを波

形に域形し,連純杓に･鞍わ巻きするので州曲件はきわが)て良好であ

j5｡雌伏としてほじJせん管】1休が水掛軸こ火けているので,ノノーー防

允憤が要望悔しても水矧′とを扶持できるようにビニル独和物を仲山被

子賢した｡

7ルミの材矧土,アルミ扱が純度99.5%以卜の純ア/しミ(JISH

2102,2種),らせん管がい装が耐魚アルミ合金(JISH4104,1種

AコP⊥-1/2H)である｡

なお,防食屑の構造はコルゲート王子間を防食独和物で克てんした

うえにビニノし混和物を刊シ削こ被覆する垂防食構造も考えられるが,

ラダーケーブルの場合,牢巾配線なのでビニル混和物被覆のみで十

分と思われる｡

第47巻 第10ぢ･

第1図 ン'ルミらせん竹がい斗ヒビニール防食

ブナルゴム竜ノ+ケーーーゾル

トーーイ′し:4kWlxl,000111m21'′しミ披プチノLゴムケーゾル

和白‾貨喝:点灯試り株式ごモ杜/川二火ノ+_光一屯所

第2仁裟lノ′しミr㌻金製ラダーートレイイIi設状況

4kVlxl,000111nlヱレ〕せん管がい装ブナルゴム電リノケーブルの断

佃′ゾ穴を弟1図にホす.+

2.3 ラダートレイの構造

7′しミ三‡金管珪ラダートレー古土,トーゾルて与ごイり.指する‾′ルミ合金の

ほしご状の榊机 ナーブ′LILli促川の非磁性金嵐梨Uポ′Lトーゴエびケー

ブル保諮JiJの∴づ.判りスリーブより怯成さJt一,i糾如淋l難なので現

地糾､■′二の安手揚な構i臼とLた二√､現地布設状況を第2図にホすL〕ケープ

ル導体の熱伸縮はケーブ/し山端の吋とう端丁一,オフセ､ソトあるいほ

乍長のスネークイ山笠にエってl馴■丈L-た｡フしネト【グれ…せ形状ほケーブ

′し伸び,j利口拡ノJより計算により求めた(ヱ)｡‾仙没状況を弟3図に示

す(-.アルミ缶金はJISH4104,1種A:P】-1/2H耐食アルミ合金で

ある｡

鉄製ラダーートレイほ,仙銚メッキI+鋼をはしご状iこ一別妾により航

‾i二亡てナー,ブ′Lをイ､製グリートによりl･七1起したし､机糾犬況む第4図に

′一三すこノ

ラダートレ†は岨ノっではⅠノ鋼により人外央よリ1.5111間隔でつり

下け,占主外でほ架台上に設持したし〕ラダートレイ仝体の幅ほ約600

nlmである｡ケーブノしほ2段3列または3段2列の対称配列とし,

ケーブノL小心問l掛よケーブノL仕上り巾珪の2倍以_Lとした｡また,

ケーーブル長子方向の凶定間隔は,当初400mmとしたが,後述する

短絡電磁力試験結果800mmでほなんら問題のないことを確認し(1),

現在はラダートレイ支持間隔の半分の750mmを採用している｡
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ケ･一丁′L 4kWlx850ml112 ノーデー′しゴム`▲1りり

巾詔喝叫 小/抑[川株ノ〔全件卸ち火ル掛7ヱ仲

第3｢受l二)て∴一～‾-一ゾ′Lン＼-ト‥′′れ馴抑止

'窓

トー‾ノ′L 4kVlxl,000111n12 ▼′′トミ被イイー′し-り､′山ニノ=･
れ設城川: 東女借り株ノミ土汁帆壬白書三小こノノ発′.E斬

第4図 維'製ラマ1-ナーーゾ′Lトレ r恥馴柑己

3.ケーブルの械械駒特性

ケーブノLの機楓′巾掛立と屈仙件とは相ノ丈する特什である｡たとえ

ば7ノしミ被プチルゴム`毒力ケーーブ′しのように,機械的強度を讃しく

ドり卜させるとブナルゴム電力ケーブ′しの特長の--▲つであるケーブル

の州州咋がかなりクこjlれる｡そのた〟),恥占,輸送あるいは和讃l‾二

■1=二号`】二l二の了1jり約な受ける.ノケーブノLの川州作をほとんど犠牲にせず

機械的叔怯む政‾軒才一る戯過ノノ法はt′-)せん弔こがい与きでふる-

3.1ケーブルの機械的強度

(1)ふ〔験 力 法

ふ〔料にほ策2表の構造のプチルゴム電力ケーープル,アルミ被ケ

ーーブ′レおよびらせん管がい装ケーブルを用いた(=､試験方法ほJIS

C3004(ゴム絶縁椙線.式験方法)に準じ 先端､11得10mm,重さ

10,20,30kgのおもりを高さ1.5mの点よりケーブル上に田frjに

溝卜させた後,ケーブノしの長時間破壊電什,誘電1[接測蓬二rゴよび

解体調溌を子fな･､たJ

(2)†試 験 結 盟

.試験結果を舞5図に.即葦㍑l;のしJPへい11】寿城メッキ軟鋼テープ

∴
サ
ぞ
ユ
ー
坤
繋
ぎ
ぜ
■
〃 H＼･'1-1Vハ▲■′＋J/什い･港〕

H.＼t = L′‾ノし 7〉

‖ち祐二‥･ほ

/

10 20 30 40

衝撃-1‾いl-モ∴･(kg-1山

50

/4.0

3.山､
心

1:

2･0て壷
汽､

l.0

第5阿 片種ブナノLゴム電力ケーーナノLのl肘掛撃性

卜:'ルミ枇プチルゴム電プJケーーゾ′L

小: プニアールニーノ､′一抹ノJル‾=ゾル

ト:1､)せん′打力■こい装プ丁-′1J■ム′i拉‾り′ト･ナノL

筍6国 錨ノ､ソキ軟鋼テー∴プ損傷状況

解体写真を第d図にホすr‥- プチルゴム電ノJケーブルの交流艮時間

破壊電肝が,衝撃荷重の増加とともにユ激に減少するのに対し,

アルミ被ケーブルとらせん管がい装ケーブルではわずかに低‾Fし

ているのみである｡いま,機械的礁度の数値的表示の一方法とし

て,同一･破壊電托に対比ける御撃エネルギー糾机､るな仁Jは フ

ナルゴム電ソノケーブルに対し,アノLミ宙をケーブ′りJよびらせん管

がい装ケーブルの機械的掛軌･よ3､4什大きいといえる､._ノ

誘電正接は30kg-m以_との衝撃エネルギーにおいてプチルコ

ム電ノJケーブ′レでは1%から4%に急増しているが,アルミ被ケ

ーブルおよびらせん管がい装ケーブルでほ0.7%以卜で1Ⅰ三倍な値

を示している｡

衝撃後のケーブル解体調在結児,しゃへい川錫メッキ軟鋼テー

プの損傷状況は,4･5kg--mの衝撃エネルギーにおいてプチルゴム

電力ケーブ′しでは完全に破断しブナルゴム絶縁体も裂傷したが,

アルミ被ケーブルおよびらせん管がい装ケーブルでほ焚形ほLて

いるがその程蛙ほ軽微である｡
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第3表 各種電力ケーブルの曲げ剛性
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第7図 各梓ラダーケーブルの張力ーたわみ曲線

lJ

l

卜

-†:

ル

Nり.1

t_I

l

ド

セ

/し

N‖.3

lトート いL

N=.4

ローートセ/し

N=.2

ノIf11

州川ひずム練N=.2

ひずふ線
Nり.3

ひずノ▲糾
N(1.1

第8図 電磁力,ひすプ人測定装置取付位置

以卜の糸.1i架より,アルミ被およびらせん管がい装による機械的補

必効果を十分うかがうことができ,かつ叶芹の機械的弓肘掛まほぼl句

一であることが且っかる｡

3.2 ケーブルの剛性

(1).試 験 方 法

試験方法は,什持はi)法によった｡すなわち,ケーブルの什端を

洞窟し,日出端に張力計を取付けケーブルと直角な方向に引張/つ

て力(♪1)とたわみ(∂)の関係を求ガ),張力一たわみ曲線を描かせる‥

(2)ふ〔験 紡 果

3椎のラダーケーブノしの引擬朴在とたわ克との関係のヒステり

シスループを第7図に′Jミすし)また,ヒステリシスループより求め

た剛性の伯を第3表に示す､-.を考のため,OFケープノLの剛性も

他言止した(3)〔)

アルミ被ケーブ′しおよぴらせん管がい装ケーブルの重荷弔状態に

おける剛性EIほ,それぞれ3.2×105kg▼Cm2,1.8×105kg-Cm2で,

ブナルゴム電力ケーブルのEIに対しそれぞれ213,120ク∠となる｡

したがって,アルミ被ケーブ′しほ,プチルゴム電力ケーブルに比較

して阿一たわムを得るに要する荷屯が約2倍以上となり,かなり曲

げづらくなっていることがわかる｡-づ/,らせん管がい装ケーブル

は,はばプチ′しゴム塩ノJケーブルと同一▲の曲げやすさを有L,l:)せ

ん管がい装による剛性への景う幣はほとんどない｡

ケ ー プ ノL 挿 類

曲げ剛件EI〔kg-Cm2)

低何利夫態

4kVlxl,000mm2 ナチ′Lゴム屯ソJケープ′L(BN)

4kVlxl,00nmm2 7′しミ被プチ′しゴム花ソJケーーナノし
(BAVZ)

4kVlxl,000mm2 7′しミらせん管がい装プチノLゴム
電力ケーブル(BVIAVZ)

70kVlx400mm20Fクlコロプレソ防食′7琵ノJケ【イル
(OFNZ)

70kVlx600mm20Fビニル防食布‾ノJケーーゾ′L
(nFVZ､)

70kVlxl,200mm2 0FNZ

27.4×105

19.2×105

54.0×105

67.5×105

し汁〉( 〉 内の数値ほBNのEIに対する比率を′+ミす..

第4表 屈 曲 後 の 諸 特 性

1.5×105

(100%)

3.2×105

(二213%)

1.8×105

(120%1

5.36×105

9.35×105

24.2×105

屈仙半径

(mml

7ルミ被外径に
対する屈曲倍数

(mm)
()l仙ま7′し ミ

被外径

丑
9.8(781

9.8(78)

9.8(‾781

4.9(78)

旭l【ll

同 数

誘 一屯

了l三接

(%)

0.71

0.80

0.70

短時間

破壊電口三

しkV二)

52

75

長時間

破壊電什

(kV〕

2

2

7

7

5

5

4

5

アルミ被の

しれ き裂

し

し

ーし

し

な

な

な

な

3.3 ケーブルの許容屈曲径

(1);試 験 ノノ 法

アルミ被プチルゴム電力ケーブルは,アルミ被外径の5倍,10

倍の半径のマンドレルの周りに180度屈曲し,さらに反対方向に

180低所潤する｡､この一連の操作を屈曲回数1同と数えるものと

し,2【叶fゴよび5凹屈曲した後の電気的謂特性,7ルミ被のしズー､,

き裂の有無を調杏した｡

また,らせん管がい装ケーブ′しほ,上記の尉Ifリブ法によF)屈曲

卜】l数1川とし,ケーブル外径の7.5倍の仙粗､ド径より,しだいに

減少し,らせん管がい装外観の異常の有無を調べた｡

(2).試 験 結 果

アルミ被ケーブルのi試験結果を第4表に示す｡アルミ被外径の

5†ご‡の､†1待という非常に極端な屈曲を与えても電気特性の低‾下は

まったく認められない｡また,アルミ被にもしわ,き裂などの異

常ほ発生しなかったっ Lかし,遮へい用銅テープにアルミ被のコ

ルゲートの各部で抑されたしわが見FノjLた｡

らせん管がい装ケーブルは,ケーブル外径の2.2倍の半径りi臼曲

､†1往150mm)までJ～舶lルても異常がないが,2.1倍(屈曲半抒140

mm)で厄川11内側に3個所挫屈が発生した｡

以上述べたように,アルミ被,らせん管がい装とも非常に良好な

仙印矧生を右するが,許帝展小屈曲向径はむしろプチルゴム日体の

凧如こよる特性低下を考慮して一般のE汁心プチルゴムケーブルと同

じくケーブル仕上り外径の20倍とすべきであろう｡ただし,アル

ミ被ケーブルの場合は,さらにケーブルの剛性の而からほ許容最小

屈曲直径はアルミ被外件の25～30倍が安､Ilな伯と思われる｡

4.ラダートレイの短絡電磁力強度

4.1試 験 方 法

短終電磁力試験ほアルミ被プチルゴム電力ケーブルとプチルゴム

電力ケーブルの両部こつき行なったが,前者の結果はすでに報告し

たので,ここでは後弟のみにつき述べる(1)｡

ケーブル試料は4kVlx850mm2プチルゴム電力ケーブル約6

m6条で,ラダートレイはアルミ合金製で弟3図に示したスネーク

珊を偵川した｡.実際の綾川状態を完全に模擬し,ケーブルを3段2列

にスネーク布設し,ケーブルの片端は模擬ブスを介して給電用大電

流トランスに接続し他端ほ三相短絡した｡非対称分実効値60,000A
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祁9川 プJ上糸汽ふ〔駈 状 テ牡

(蜘_■州(約100,OnnA),な揃うナ`上三郷巾34,7nOAの=二村去i‾王統′一に流む2

秒間通電し,ラ々､'-卜しトーゴ亡1こびケーブ′し糾抑二加1わる一屯磁‾ノノ,ひ

l･l■ご･･ん1tノ御心L･じ.‾よノ∴こi--トーク′L遮り仙二一rJけ(,′▲E磁ノJ,J･･-jごんご亡､

州心L′た..話し琵恥l人批ろ二･第8,9図に′J二十

4.2 試 験 結 果

j山一巨′■に乱掘磁什rJユびひ-‾jご･7人の洲起純朴ろ∴舞5,d表に小一j‾‥ま

た,`i丘磁ノ川∴[びひ▲jご一乙､び)寸シログラム1ン第10図に′Jミす､こ.触縄電磁

川l主人仙土,().5サイクルに二hいて朗3kg定借l特に二†･ゴいて謎5kきミ

である..この椙似けj三郎州Iirとは,スネークJ`;=l;1〉のト¶ゾノLがこヒ1,-たく

1′川｢ごケーブ′L21111ナけ■に磁力が測定舶こ肘r‾･したと似起Lた.汁

竹伯とほけ一光すろ‥ LかL,クさモi綿1宣株伯が+卜偶に七きく,ナーフ

ルは1ネーークイIfJ‾注され一二とJ))糊付磯純なため,洲ノ心.iリ与;仁力咋=一当人き

いものヰぅ上ら)･,た.なぉ,7′1ミ終ケーブノしげ).Lうにl糾件の大きいユ潟

介,非対称分`心如ミ泌r主ょさJLる放サ1′クノし･いに脚l:′右鎚ノJほトーーゾ

′レの付叩いこ吸収されニノダートレイに作=せす検出さ九ないことを述

べたが`1),乍Ilり〃うJ胡一介3.5叶rケ′L.抵附‥こ_卜八､ても+川‾称分電恥二

川t!1rj‾ろi三昆磁力が倹=された‥これはブナ′Lゴム√i宅ノJケーブ′Lの剛

什が′+､さく,スネMク伽.三弦で′L-でなためと比tわJtる ひ､ずム最の

ノ1･長大値ほ3,20()/亡であ/つ/ニ.

卜j郎朗汽.iぺ駆む敬川油紙7fな/-,たが,ケー,ゾ′し心よびラヴ√-トレ

イとも水′久ひ■‾j■ゴーん′t一ケにさ-‾i二,必咄1二‾ま-,た､二l汀J松のないことが確認

さJtた.J

5.結 ロ

リ､卜火ノJ薙甘耶軒に州=ば子川jラグ､-ケーブノLとして4kVlxl,OnO

l--11-ごブナノLゴム電ノノケーーゾ′L_r･∴亡び二.才=ニ7ノLミ札らせん管がい

淡′ごi∴施した:ミ純りけ-ゾ′LなL､-びにニラツ､∴トレイ叫荷う臼,機械∩勺.㌻芹

′卜川ミにノノいてj′占べ,次の山石ごり小一ノかにした‥

(′1)▼′'ノしミ綬ケ【ゾノ=ゞよひ上､ノせん管がい装ケーナノLリ)株械的

･鮒虹ヒ,ナチ′L=り､ケーブ′L･い約3､4什ごあり拝しくて向r二

Lてし､る トーソノLJ叩】lj什(上,ナナノLゴムケ【ゾ′しに比較

芝デ
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.jべ
封主

席 巧･

1

3

油 ′lモゝ 補 流

節1縄泣出伯

A 糊IB 棚

118,000

112,000

101,000

106,00り

(Ap)

C 柑

96,000

92,200

第6炎 電磁九

芯格一文幼仙(_Al

㌃訂丁盲‾‾㌃l‾‾上品
41,500 42,700

ひすプ人側止紙製

41,500 2.08

0.07

(二3.5c/s)

2.08

0.07

短締閃

的後レ)

略 一宇ち二

(C√ノ/s)

0.5

20

0.5

屯 蔽 ノ+(kg)

ロ
ート

/L

由｡.2

621)

118

366

心t】･一l七 /.

No.4

賢一l--一望

ひ寸:-ん りり

2,900

900

2,665

3,520

1,140

2,310

ケーー‾ノ/1

北端J)

帖
′il

(mml

11

1.5

12

=1三1■了-ド+リレNo.1ニくトレンケ∴ン No.1ほ測定ミスのため削除した.〕

して7′しミ被ケーブ′Lが213クg,ド〕せん管がい装ケープノし

が120%で後者がきわめて掘Il=性に信んでおF),ラダーケ

ーブ′しとして最適な構造といえよう(許ゼ手放小凧一山与作

は,ア′しミ被ケーーブノLがアノしミ被外繹の25ノーー30仔千,らせん

管がい装ケープ′しがケーーブ′し外径の20倍が安当な伯で

ある｢ノ

(2)7'′しミ合金製ラグ'-トレイは,実効値60,000A(瞬時),約

42,000A(2秒間)の三相短絡電流に耐えることを確認した‥

ラダートレイの材質として鉄と7′しミ合金が考えられるが

鉄脚による電力損失を考慮すると後告が経済的である｡

経緯的で粍械的,電気的信頼度が高くかつイi了.設‾1ニポの牢乎易な本ラ

ダーケーブルは火ノブ発屯f軒の所内和紙川‾はしてますます増加の一途

石イニどるものと思われる1二,

終才一つりに,種々ご指増賜わノ1た収束電力株式台什および中部電力

株式会什の関係各位に対L深柱なる感謝の意を点す次第である√.
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